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はじめに １
観光振興の「財源確保」を各地で検討中
 
現在，全国の自治体において，新たな財源を創出する
ために宿泊税や入域料などを検討する動きが活発に
なっています。宿泊税については，すでに９自治体で
導入されているほか，40を超える自治体が宿泊税を
はじめとした新たな財源の導入を検討しているという
報道もあります。また，観光庁長官の就任後初の会見
においても，宿泊税の質問が出されています。

【観光庁長官　発言要旨】
　自治体が観光に熱心になっていろいろ考えていただいてい
るという意味ではとてもありがたい。税や賦課金などいろい
ろな形があると思うが，それを導入したときにお客さんへの
影響がどうなるか，新しい財源を得て観光地がさらに素敵に
なるとお客さんが増えるのではないか，考えること自体は非
常に大事なこと。
　　　　



１　検討の背景 ２
 

 観光分野における新たな財政需要

　・観光を取り巻く環境は，「団体旅行」から「個人旅行」への旅行形態の変化に加え，体験
　　型観光が注目を集めるなど観光客のニーズも多様化・高度化していることから，引き続き
　　誘客を図るためには，観光客などの利便性や満足度を高める「受入環境の整備」や「観光
　　資源の充実」など新たな対応が求められています。
　
　・観光産業は，宿泊業や旅行業，飲食業など裾野が広く，本市の発展を支える地域経済に
　　とって大変重要な産業であり，持続的に発展させるためには，観光振興を積極的に展開し，
　　交流人口の拡大と地域経済の好循環を生み出す必要があり，これまでの取組に加え，新た
　　な対応を進めていくためには，財源確保が欠かせません。



３２　観光を取巻く状況
（１）日本の観光を取り巻く状況
　①　旅行需要の回復･･･国内旅行は，全国旅行支援等の需要喚起策の効果もありコロナ禍前と同水準まで回復。インバウンドも
　　   令和5年（2023年）の旅行消費が令和元年（2019年）と比較して10.2%増となるなど，回復傾向にあります。
　②　旅行者の行動や意識の変容とニーズの多様化･･･サステナビリティに対する関心の高まりやコロナ禍の経験，個人旅行の増加　
　   （団体旅行の縮小）等により，旅行者の行動や意識 の変容とニーズの多様化が生じています。
　③　持続可能な観光地域づくりの推進･･･観光産業において，デジタル化の遅れ等による生産性の低さや人材不足といった構造的

　　   な課題がコロナ禍で顕在化。観光振興による地域社会・経済の好循環を生む仕組みづくりが期待されています。　　　　

出典：訪日外国人消費動向調査2023
年暦年調査結果（確報）の概要



４２　観光を取巻く状況

（２）指宿市の観光を取り巻く状況
　

　・延べ日帰り客数は年間300万人程度の来訪が続いているが，延べ宿泊者数は平成26年以降
　　減少傾向が続いています。
　　また，平成30年の大河ドラマ放映により増加に転じるも，新型コロナウイルスの影響によ
　　り減少し，感染症分類が5類に移行後もコロナ前の入込客数に戻っていません。
　
　・インバウンド宿泊客は，平成30年までは鹿児島空港国際線定期便の就航増の影響もあり，
　　順調に成長してきましたが，新型コロナウイルスの影響により激減し，新型コロナウイル
　　スの終息後も鹿児島空港国際線定期便再開に時間を要したこともあり，インバウンドの回
　　復状況は非常に鈍いものとなっています。

　・慢性的な人手不足により，宿泊事業者では，受入れの制限を行っている施設があるほか，
　　交通事業者においてもタクシー台数の減少やバスの減便などの影響が出ています。
　　　

　
　　　



５２　観光を取巻く状況

（３）指宿市の観光の状況
　
　
　　　

指宿市観光統計より作成

　本市の入込客数を見ると，令和５年は，日帰り客数
は令和元年比96.2％と回復している傾向が見られるが，
宿泊者数は78.1%と回復しきれていません。なかでも
インバウンド宿泊客数は30.2％となっており，国内客
と比較すると宿泊者数の回復に大幅な差が出ています。

　

観光入込客数の推移 
　
　
　　　

宿泊客数 令和元年 令和５年 R5／R元
県内客 94,599 79,823 84.4%

県外客 445,476 377,359 84.7%

インバウンド 74,282 22,465 30.2%

計 614,357 479,647 78.1%



６２　観光を取巻く状況

（４）鹿児島県内の他エリアとの比較
　
　
　　　

鹿児島県観光統計を基に作成

　下記の表のとおり，県内の主要な観光地である鹿児島地区，霧島
地区と入込客数の状況を平成30年と令和4年とで比較すると，指宿
地区の宿泊客の減少率が高くなっています。

＜各エリアの傾向＞

✓　指宿地区は宿泊客数がエリア内で減少率が高い（▲４８．７％）
✓　鹿児島地区は日帰り客数は回復傾向（▲１３．３％）
✓　霧島地区は日帰り客数がエリア内で減少率が高い（▲２８．６％）

総入込客数 宿泊客数 日帰り客数 インバウンド
鹿児島地区 -22.3% -33.0% -13.3% -96.8%
霧島地区 -31.4% -37.0% -28.6% -96.0%
指宿地区 -28.4% -48.7% -19.1% -98.2%

その他地域 -13.5% -23.5% -7.4% -90.2%

H30とR4の増減率



３　課題の整理 ７
 課題１ 鹿児島県内における宿泊エリアとしての相対的地位の低下
　　　　　　

 課題２ お宝資源の活用不足
　　　　　　

 課題３ 非来訪者における地域資源の認知度の低さ
　　　　　　

 課題４ 来訪・滞在意欲を高める魅力づくりや仕掛けの不足
　　　　　　

 課題５ インバウンド受入体制の整備不足
　　　　　　

 課題６ 関係人口拡大に向けた取り組みの不足
　　　　　　

 課題７ コロナ禍で急速に変化した旅行ニーズへの対応
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８４　指宿市観光ビジョン
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基本戦略１

　また来たくなる観光地づくり

基本戦略２

　豊かな食

基本戦略３

　魅力ある温泉地

基本戦略４

　関係人口の拡大
基本戦略５

　ここでしかできない体験

観光ＤＸの実現
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９観光ビジョンのアクションプラン

基本戦略１
　また来たくなる観光地づくり

（１）まち歩きしたくなる

      仕掛けづくり

（２）観光拠点の整備

①新たな賑わいの場の土台づくり
②指宿港海岸の観光資源としての活性化
③子どもが楽しめる環境整備
④通りの賑わいの創出

①既存環境の改善
②移動するプロセスと楽しむ仕組みの構築

①魚見岳の景観整備
②かいもん山麓ふれあい公園の再整備
③池田湖の一体的な活用の検討
④知林ヶ島の景観整備
⑤長崎鼻の景観整備
⑥その他観光拠点の整備

（３）交通アクセスの改善

     （充実）



10観光ビジョンのアクションプラン

基本戦略２
　豊かな食

①今ここでしか食べられない食のブランド化
②地域食材の活用
③地域の食材を活かしたご当地グルメのPR

（１）食のブランド化

（２）食の流通拠点の整備

（３）食の多様性

①情報の整理・共有化
②飲食スペース併設型市場（物産館）の設置
③定期市・朝市の開催
④マルシェ等の定着

①食の多様性に関する取り組み
②食の多様な楽しみ方の発信



11観光ビジョンのアクションプラン

基本戦略３
　魅力ある温泉地

①砂むし温泉施設の魅力向上
②砂むし温泉の多様な楽しみ方の構築

（１）砂むし温泉を軸とした  

  　　受入環境の整備

（２）火山・温泉の特徴を

  　　活かした新たな魅力の創出

①温泉を軸とした滞在型観光の推進
②新たな入浴スタイルの導入検討
③火山をテーマにした体験の創出



12観光ビジョンのアクションプラン

基本戦略４
　関係人口の拡大

①空き家・空き店舗・古民家を活用した交流の場づくり
②Ｕ・Ｉ・Ｊターン（移住）の推進

（１）住みたくなるまちの

      基礎づくり

（２）自分らしく働ける

      まちづくり

（３）いぶすきの

　　　ファンづくり

①サテライトオフィスの設置検討（空き店舗・廃校活用）

②官民施設の隙間時間の活用推進
③ワーケーション・フリーランスにやさしいまちづくり

①ふるさと納税の強化（返礼品の磨き上げ・クラウドファンディ
ングの実施等）

②周辺自治体・関連企業と連携したプロモーション

①おもてなし力の強化
②観光客の利便性向上
③人材育成・活動支援（スペシャリスト）

①合宿・大会の誘致
②交流イベントの磨き上げ
③既存施設の新たな価値の創出

①情報発信の仕組みづくり
②情報発信講座の実施

（４）まち全体おもてなし化

（５）交流コンテンツの

      創出と磨き上げ

（６）いぶすきの情報

      まるごと発信



13観光ビジョンのアクションプラン

基本戦略５
　ここでしかできない体験

（１）着地型コンテンツの

      創造と磨き上げ

（２）コンテンツをつなぐ

      仕掛け（回遊施策）

①陸コンテンツの充実・拡大
②湖・海コンテンツの充実・拡大
③朝・夜コンテンツの充実・拡大
④歴史・文化コンテンツの充実・拡大
⑤食コンテンツの充実・拡大
⑥団体旅行向けコンテンツの充実・拡大

①アプリ等を導入した周遊施策
②アクティビティと併せた周遊施策

（３）コンテンツ受入体制の

      整備

①コンテンツのセット商品化
②直前予約や予約不要体験の拡充

観光ＤＸの実現



14観光ビジョンの目標

 令和元年 
（2019年） 

令和９年 
（202７年） 対令和元年比 

（参考）令和４年 
（2022年） 

観光消費額 381億円 458億円 20％増 197億円 

観光入込客数 371万人 ３７１万人 － 284万人 

宿泊者数 

全体 61.4万人 61.4万人 － 38.8万人 

（県内） 9.5万人 9.5万人 　－ 9万人 

（県外） 44.6万人 44.6万人 － 29.6万人 

（インバウンド） 7.4万人 7.4万人 － 1,629人 

一人当たりの観
光
消費額 

平均 10,200円 12,300円 2,100円増 6,900円 

（県内宿泊） 22,243円 23,243円 1,000円増 24,871円 

（県外宿泊） 35,163円 40,163円 5,000円増 33,040円 

（日帰り） 4,727円 5,727円 1,000円増 3,115円 

（インバウンド） 77,041円 107,041円 30,000円増 38,519円 

 
 

観光消費額

令和元年
３８１億円

令和９年
４５８億円

２０％増



15指宿市観光・経済戦略会議
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ビジョンの
推進・進捗管理


